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講座研修（最終回）

「森づくりを通した実践活動報告＆意見交換会」
日時：1月30日（日）場所：などやボランティア・NPOセンター

報告：知多支部牧野靖子

鰯
今回はテーマに沿い下記6名の方々より発表がありました。

知多支部：南川陸夫東三河：中西正尾張：高橘匡司尾張：大谷敏和

名古屋；堀田守知多：降'旙光宏

参加者：22名

「猿投の森づくり」知多支部南川陸夫

「日本山岳会の森林保全の歴史」と「現在保

全活動を進行している猿投山での活動」につい

て発表されました。日本山岳会東海支部では1

990年より森林生態学や森林保全などの森

についての勉強会を合計6回実施し、創立100

周年の記念行事として「ボランティアにおける

後世に続く「優れた森づくり」』を行うことに

なり、そのフィールドを、瀬戸市と豊田市の境

に位置する猿投山に決めました。森の形として

は遷移を先駆性落広樹（ハンノキ類）～非先駆研修風景

性落広樹の途中相に止めておくことが生物多様性、水土保全などの公益的機能が最大にな

ると考え、人工林の間伐、針広混交林施業、広葉樹林施業、作業歩道、自然観察路、標識

類の整備などを実施しているようです。

「豊橋市東部の里山づくり」 東三河支部中西正

里山づくりの進め方についての具体的な実践内容や考え方のポイント、注意事項の説明

がありました。里山づくり行うときは、まずそれに携わるボランティアの事前教育が大切

であり、フィールドワークも含めた10回コースの具体的な教育プログラムの提示があり

ました。プログラムの特徴としては、まず､“しっかり学び、考え、その上で行動展開して

いくシステム'，となっていたことです。現場の実態を正しく認識し、その場の植生管理を

する必要性があるのかどうかを‐'一分考え、その上で、そのフィールドの遷移の位置を確認

し、作っていくべき理想の状態の共有化を図ることが大切だということがわかりました。

また､継続した活動展開において、当初の活動目的や作っていくべき姿を勝手に変えたり、

他の目的のために利用したりすることがないよう注意が必要であると思いました。

「ギフチョウのための雑木林の手入れ」尾張支部高橋匡司

春日井市東部丘陵「築水の森」のギフチヨウの保護、保全するために雑木林の整備と幼

虫の食草となるスズカカンアオイの増殖の具体的な内容についての発表がありました。

ギフチョウは、明るい林内を好む蝶である文献によれば照度30％程度が理想的だそう

です。常緑樹の間伐や林間の空間（オープンランド）の確保を継続的に進めていくことで

太陽光が林床にもあたるようになり、産卵や幼虫の食草であるスズカカンアオイや吸蜜植

物であるスミレ,ツツジなどが増え個体数の増加につながるようです。ただ、卵の調査にお

いては毎年数にかなりの変動があり、長いデータを取り続けなければはっきりとした個体

数の増減は不明とのことです。

「掛川小の自然環境作り」尾張支部大谷敏和

瀬戸市掛川小学校の西に広がる国有林を学校と森林管理署が教育活動の場とする協定を

● ●
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結び、荒れた森を整備し道を作り森の中に遊びの拠点までも作ることができたそうです。

発表では子供たちの生き生きとした活動状況や森の中にある様々な動植物(ハルリンドウ、

シデコブシ、ササユリ、ギフチョウなど）の写真をふんだんに見せていただきました。ま

た、毎年冬に学校で人工的に作る結氷が年々できる機会が少なくなってきており、今年は

1度もできていないとのことで地球温暖化の影響が懸念されました。

「森づくりを通した実践活動報告」 名古屋支部堀田守

名古屋市猪高緑地の歴史から現在の里山復元活動の事例を発表していただきました。

猪高緑地は昭和58年頃までは地形はそのままでしたが、開発計画が発表され、反対運動

はあったが工事により緑地帯は虫歯状態で開発されていきました。しかし、バブル崩壊と

ともに開発計画も見直され、現在、基本構想はエコパーク（生態系の保全、創造を重視し

た環境にやさしい公園）として位置付けられています｡昭和45年頃まで存在した田んぼ、

竹林、ため池、雑木林などの里山を形成するパーツを整備、特に増えすぎたタケを計画的

に伐採し竹炭作りで有効活用しているようです。また、平成13年には棚田の復元を提案

し、田んぽグループがコメ作り体験を行い、自然環境の共生を考える場として機能してい

ます。説明で使われた写真の中に工事の影響によって死んだトウキョウサンショウウオが

何十匹も写ったものがあり、過去においてはトウキョウサンショウウオの産卵地としては

トップクラスの自然生態系が残されていた大変貴重な場所です。今を生きるの人類の便利

さを追求したエゴでこのすばらしい自然の未来を奪うことのないよう、また最もよいと思

われる里山復元を目指し後世まで共通の財産とし残していきたいと痛感しました。

「知多支部内の里山活動」知多支部降幡光宏氏

武豊町、美浜町、大府市でのそれぞれの活動状況についてお話いただきました。

武豊町での里山活動は98年から02年まで、個人所有の土地を借り保全活動を行いまし

た。所有者と行き違いが生じ､‘返還要請があり活動も打ち切りとなり、せっかく手入れし

た里山も3年で草と竹が茂り元の荒地となったようです。個人の所有者のいる土地での活

動の難しさを感じた例でした。

美浜町での活動は97年に愛知県主催の里山保全アドバイザーの講習会を美浜町で開催、

それに引き続き美浜町が里山活動を計画し、98年から知多支部に活動のお手伝いを依頼さ

れました。ここは武豊町と比べ、活動地域となっている区有林と個人の畑を町が土地の賃

借契約をしていることから武豊のような問題は起きていないそうです。今後の課題として

は、参加者の意識アップによる事業計画の構築、スタッフの若返り、地元の方の更なる巻

き込みなどが上げられていました。（活動内容は知多自然観察会のHPに掲載）

大府市「二つ池セレトナ」で森づくりの研修を募集したところ3名しか集まらず、途

き込みなどが上げられていました。（活’

大府市「二つ池セレトナ」で森づくり

中で中止になりました。自然が身近に残

る大府では自然に対しての重要性や魅

力を感じる方が少ないのか、思うような

研修参加者の動員、育成は難しかったよ

うです。

今回の研修では、里山づくりや保全の

プロセス、問題点、その環境の周辺にす

む人たちをどう取り込み活性化してい

くかなどがわかり、今後の活動の大変良

い勉強となりました。識師の皆様、本当

にありがとうございました。

● 一
』
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尾張支部（尾張自然観察会）総会報告 報告：齋竹善行

1月10日、名古屋市東区の東桜会館
において尾張支部の総会が25名の参

加でもって開催されました。
開会に当たり山田会長から、会員の
逝去･退会など残念なこともあったが、

新しい定例観察会の発足など明るい
動きも見え、以前会長をやった15年

前と比べ、観察会が量的にも質的にも

充実してきて、強力な人材が着実に育
っているので、今まで活躍してきた人
に加え、これからの新しい人の活躍を

期待したいとの挨拶がありました。
続いて、事業報告、会計報告が承認

され、役員選出では、次のように新年

度の役員が決まりました。
（会長）山田博一、（副会長）大谷
敏和、（監事）加藤正行、（事務局）吉
田雅紀、（会計）齋竹善行

事業計画では、4月から犬山市と春
日井市からの委託がなくなることが

報告され、ふるさと親子自然観察会に
代わるスランプラリーの観察会とし
て善師野(5月）と定光寺(6月）を選定

しました。
r可

Lゴ
一一■凸ｮF■り

予算は委託料収入がなくなり厳し
くなるが、会費値上げせずに、指導員
派遣費見直し、支部通信のe－メール化
などで対応することとしました。
討議では、観察会担当者を重視して
欲しいという意見が強く出されまし

た。指導員1人で指導できる参加者は
10人が限度なので、定例観察会の運営
をサポートするため、手伝える観察会
を会員に聞くことにしました。
次に、万一事故が起こった時の対応
マニュアルを作っておく必要がある

という意見が出され、検討することと
なりました。

観察会のPRで、新聞への掲載を積
極的に活用してはどうかといいう意
見がある一方、観察会参加者が多く、
指導員が少ないのでこれ以上PRして
欲しくないという声もありました。
そのほか、支部の地域割りについて

も意見が出されるなど活発な議論が
交わされました。

色

名古屋支部（名古屋自然観察会）総会報告 報告：滝田久憲

平成17年度の名古屋支部の総会が

1月23日（日）午後2時から名古屋

市教育館2階の第8研修室で開催され

ました。当日の参加者は17名でした。

事務局の巾さんの司会のもと、萩原さ

んの議長就任が承認され、当日不参加

の会員からの委任状を合わせて総会の

成立が宣言されました。最初に私が平

成16年度の事業報告を行いました。

これまでの事業に加えて、新たにエコ

パルスクールなどの受託事業、アサギ

マダラのマーキング調査などの助成事

業、保育園などで環境学習を行う環境

サポーター事業などを実施したことや、
支部のホームページが立ち上がったこ

となどが報告されました。続いて会計

の山原さんによって平成16年度の収

支決算の報告と脇田さんによる会計監

査の報告がなされ、承認されました。
●■
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続いて、平成17年の新役員、「などや

環境大学｣で講座を開設する新規の事
業を含めた事業計画やその実施のた

めの収支予算が提案され､承認されま

した。

平成17年度の支部役員は以下の通り

です。

支部長滝田久憲

副支部長岩沢修近藤記巳子

柴田美子滝川正子滝田久憲

布目均萩原育男巾賢治

堀田守山田千宏

（以上、定例観察会代表）

会計石川登志子、山原照生

事務局巾賢治

会計監査山田千宏脇田孝仁

今年度は愛知万博の年で九前向きに考え機

会を捉えて､関係する諸団体との交流や支部活
動などの情報発信が課題になるかと思います6

●
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奥:三河支部（奥三河自然保護研究会）総会報告

平成17年愛知県自然観察指導員

連絡協議会奥三河支部総会（報告）

（平成17年奥三河自然保護研究会）

1月23日（日）新城観光ホテルに

て総会がおこなわれました。

始め今泉会長の挨拶があり、議事に

はいりました。平成16年事業報告が

庶務会計の村上より報告がありまし

た。支部観察会の白鳥山は水晶を求め

て散策し、天気には恵まれなかったけ

れど、有意義に観察会ができた。ふる

さと親子自然観察会は、取組は良かっ

たし、天気にも恵まれたけれど、参加

者が少なく、広報活動が失敗した。ま

た、当日の連絡方法がしっかりしてい

なかったため、集合場所が良く分から

なかったので、今後集合場所について

は、分かりやすい工夫をするようにし

たい。支部研修会の南沢山は、小人数

ではあったけれど、気持ちのよい汗を

かき、美しい景色を堪能することがで

きた。

次に会計報告があり、次年度の予算

も承認された。

●

報告：村上和彦

事業計画の前に、会長より役員改選を

先に決めるよう動議が出され、そのよ

うに決定され結果、会長村上和彦副会

長今泉洋良庶務会計小山舜二に改選

された。

平成17年度の事業計画は、活発に

議論され、ふるさと親子自然観察会は

「四谷千枚田』に決定、｜ﾖ時について

は、7月になる予定、支部観察会は1

1月6日（日）茶臼山山麓に決定。支

部研修会は5月22日（日）兀岳に決

定。詳細は後日担より報告される。

昼食をとって解散する。

●

東三河支部(NPO法人東三河自然観察会）総会報告

東三河支部(NPO法人東三河自然観

察会）は平成17年度通常総会を1月

29日午後211寺から豊楠グランドホテル

で開催した。NPO法人化されて2回目

の通常総会ということで多くの会員

が参加し、各議案を審議し、総会終了

後、今年は会員であり、愛知県環境部

長の稲垣さんの「イラン・イスラム共

和国における大気汚染の状況」の卓話

が行われ、パワーポイントを使った最

0コ
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報告：梶野保光

近のイランの環境の様子が紹介され

たが、参加の会員は熱心に聞き入って

いた。その後、県協議会会長の中西さ

んの進行で会員同士の情報交換の場

でもある懇親会が同ホテルで引き続

き開催された。懇親会は参加者全員の

近況報告や自然に対する思い、今年計

画されている会員研修会の見どころ

などの説明もあり、午後8時の散会ま

で楽しいひと時を過ごした。

＝
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烏媒花（ツバキなど） 尾張支部高谷昌志

見かけたら「ネタ」にしない手はあ
りませんね。

ところで私はサルビアやデイゴ

などいくつか味見しましたが、ノウ
ゼンカズラの花弁が有毒であるこ
とは後で知りました。要注意です。

ヤブツバキは｢ネタ」の宝庫です。

学名にジヤポニカの名を持ち、オペ
ラ「椿姫」の題材にもなった世界に
誇るべき日本の名花ですが、ネタの

第一は「鳥媒花」です。いきなり「日
本では烏が花粉を媒介する数少な
い花ですよ」と説明したくなります
が、なるべく参加者に考えさせまし
ょう。

私の場合は、なぜ「冬に咲くか？
赤い色か？甘い蜜がこんなに多

いのか？」と質問します。これらは
すべて烏媒花の特徴で､冬の開花は
他のエサが少なく又､蜜を争う虫た
ちがいないため､赤はハナバチには

認識できず烏の好む色であること、
多量の蜜はもちろん大食漢の烏メ
ニューです｡運がいいとメジロやヒ
ヨドリが蜜を吸い､顔に花粉をいっ
ぱい着けていくのが見られます。
鳥媒花としての特徴は他にもあ

ります｡厚い花びらや筒状の雄しべ
は烏の体重や動きに耐えると同時
に外側からの盗蜜をガードするた

め､香りが無いのは烏の嗅覚が鈍い
から、花が横向きなのも烏仕様です。
参加者が多くなければ蜜の甘い
味も体験したいものです。巨大生物
の人間でも楽しむことができる量
の多さを実感できます｡むやみに採
らないことを言うのは当然ですが。
烏媒花はハチドリのいる中南米
原産が多く、サルビア、アメリカデ
イゴ、シャコバサボテン、フクシア、
ツキヌキニンドウなどがあります。

アジア原産はザクロ、デイゴ、ノウ

ゼンカズラなど、キダチアロエは南
アフリカです｡移入なので日本での
開花時期は不自然なものがありま

すが、いずれも赤色・無香・多蜜な

ど烏媒花の特徴はバッチリ備えて

います｡身近によく見られるのは赤
い花を好む人間の都合でしょうが、

話のついでに「ツバキ」の語源

は「厚葉の木」又は「ツヤ葉木」で
あること、また葉の表面を被うクチ
クラ層はキューテイクル(cuticle)

をローマ字読みしてしまったこと

を話すと「ほう」と感心されます。
調子に乗って「サザンカはサン

サカ（山茶花）が靴ったもの」など
とウンチクを披露しますが、この辺
りから参加者の顔がうんざりした
ものになります。

参考文献

「したたかな植物たち」SCC多田多恵子

｢花の顔」山渓ポイント図鑑田中肇

「花の声」ノノ 多田多恵子

[ー 一］
ｰ-Fけー ｝
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稲総迩撚験遼観察裳

尾張支部酒井勇治

稲作りを始めて今年で5年目､研修会として体験&観察会を始めて今年で3年目を迎

えました。稲作りを始めて有機、減農薬、無農薬での栽培に取り組み､田んぼにはいろ

いろな生き物がいるのだと知り、この環境を観察会の場として提供したいと思い､体験

＆観察会をいる田んぼではあまり見られないのに､こんなに差があるものなのかとビ

ックリです。

田んぼは人の手により環境が変化します。その環境の変化により多くの生き物が姿

を現します。春先の田んぽに始めました。田んぽのある環境は､岐阜県八百津町福地。

標高600mある中山間地です。交通の便が悪く､気軽に行ける場所ではありませんが、

そのおかげで､静かでのどかな場所です。

有機肥料を使う田んぽにはたくさんの生き物が集まってきます。無農薬栽培をして

いて一番驚いたのは､田んぼ全体でトンボの羽化がたくさん見られた事です｡隣の化学

肥料を使っては畦の所にシュレーゲルアオガエルの卵塊､小川の土手にはフキ､ツクシ

が顔を出し､田んぼに水が入り代かきする頃には土に隠れていた生き物たちが姿を現

します｡田植えの時期になるとオタマジャクシがたくさん見られ､山からやってきたホ
ソミオツネントンボが苗に多数見られ､田植えをしてしばらくするとイネミズゾウム

シが現れます｡梅雨から夏にかけてホタルが多数見られ､オタマジャクシから成長した

カエルを狙ってヘビや烏が狩りをする所が見られるようになります。夏になり穂が出

る頃には田んぽで羽化したトンボが多数見られ､穂には米汁を吸いにカメムシが現れ、

葉にはクモが巣を張り獲物を捕まえている所が見られます。落水をして稲刈りをする

準備をする頃には生き物たちは徐々に姿を隠し､稲刈りを終え稲作りが終わるとある

ものは山に帰り、あるものは士の中に隠れ冬を越す準備をします｡このようにシーズン

を通して稲の生育を見る楽しみと多くの生き物を見る事の出来る面白い場所です。

このごろの田んぽは耕作放棄により草の生い茂った休耕田や宅地開発により埋め立

てられてしまった田んぽが増えてきています｡田んぽは食料を生産する場であり､生き

物が多く生息する場であり､心を癒してくれる場です｡このようなすばらしい環境が減

っていく事は残念な事です。私は少しでも多くの方に田んぼのすばらしさを知っ‘てい
ただければと思っています。

鴬

薑 蕊蕊篭鴬蕊蕊蕊
逓

蕊

鱗鵜灘蕊
魚

一
】

卓
】
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豊橋市植田町の調整池
東三河支部較野紀子

二
〆了鈩呼工4かと掴j

酢1．F鯵◎令.･彊冬冬一α
・・ん．〒匂.』･-

催'罐‘罐‘訓電脛

豊橋市内には、調整池が数多くありま

す。私の自宅がある植田町でも、9カ所
の大小さまざまな池があり、そのうち6

カ所を散歩で毎回訪れるのを楽しみにし
ていますも

町内で1番大きな池が､植田大池です｡
今の時期の楽しみは、冬に北の国から渡

ってくるカモたちを観察できることです。
毎年1月になると、この池の水鳥をカウ
ントする担当でもありますので、数えて

います。今年のカウントでは数が多く、
主要カモであるホシハジロが久々 に

1,000を超えました｡数えるのは大変です
が嬉しいことでもあります。

ここに訪れるカモたちは、毎回メンバ

ーの構成種や数が変わりますももう少し

密に訪ずれて数えていくなりすれば、も
っと変化の推移などがわかってくるのか

もしれませんね。1997年には､神野新
田で発見されたコハクチョウ2羽と、オ

オハクチョウ1羽がこの池にも一休みに
来るという、喜ばしいニュースがありま

した。2001年には、数が少ないとされる
トモエガモも来ています。やはり何度も

足繁く池に訪れないと、こうした果報は
得られないのだと実感しました。（ちなみ
に、ハクチョウトモエガモの発見も皆他
の人から聞いて知り、あわてて確認にい
った次第ですも）

植田大池の巌子とオナガガモ

イラスト筆者発行「おおばこ-植田町の自然探し31号｣抜粋

●■●●■CD●●●■●●■■●巳■●●●C●｡●●■■■●巳●秒●白

秋になると､池の土手にはワレモコウ

やツリガネニンジンの花が咲きます。
このような草地植物が生息する場所は、

身近な所では少なくなってきました。
恒川敏雄著「渥美半島植物期」の記述
によれば、昭和30年代頃までは、この

池の水辺の泥地で、今となっては貴重な
存在となってしまったコウホネや、ムラ
サキミミカキグサなどの植物も見られた
そうですも

様々 な開発や護岸工事などで、調整池
の半自然的な環境が完全な人工貯水池に
なってしまい、生き物が姿を消してしま

うケースが多いと思います。できれば水
を貯める役割とはほかに、生き物が住め
る豊かな場所としての役割もあることを
認識され、環境保全できるような対策が
取られることを望んでいますb

それぞれの各池ごとに、環境の特徴が
違っており、観察できる生き物も少しず
つ異なってきますb皆様の近くにはどん
な池（ため池）があるでしょうか？

ー－

一
一
一
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せらｵ'た麺年12月までのデータを紹介します6

ヂｰﾀ鰍懲汝齢2件

幸皓者25名

報告され蝋翠種

幸皓の多し種00I4以_肋も｡

クマゼミ32件(M27､終認副

アブラゼミ19

アオマツムシ16

ニイニイゼミ15

ジョウビタキ13

ヒガンバナ］2

キンモクセイ10

ツクツクボウシ10

この冒Pから最もデータが多く集まった砂ﾏゼﾐの

初荊にブパて、少し詳しく見てみましょう。

麺2年:7月7日～18日（ﾗ毛ﾀ数必

”3年:7月]2日へ19日（デｰﾀ数a

”4年:6月27日へ-7月6日eﾐー ﾀ数即

ヂー ﾀ獅沙なしの-ご淘園的ご盲罰｡どうｶｵ劫謝

りませんカミこの3年を比べると､麺4鋪§やや早

く仕硯しているよう{域じられますち

このときのクマゼミのヂｰﾀは春日共江南

岩倉名古屋仲･II部ﾛ･熱田・中川･港･南区)、
半田安城豊臓､ら寄せられていますカミ各年で

最初と最後に幸晧された》瀞鯰、

2002年:名古屋市燃田）－春日井

2003年:圏蒋一名古屋市（刺||）

2004年:安城市-岩倉市

となっていま式

愛撒源内くらいでIゴあまり地嘘勃§ないのかもし

れませんカミ圏徹安鋤埠く､春日井や岩倉力罰凰、

という結果からは南肪咄見力埠そうだとも感じ

られます6これも､もっとデーﾀｶ藻まれj乳まつきり

してくるものと考えられま爽

以上櫛幽こ生姻ごづパて紹介しましたカミこれ

ま-”ヂｰﾀはエクセルのﾌｧｲﾙで開局していま

すので、関|tjのある方はこ活用ください

気…"凋辮こよるのがこのところ南方系の鐵勿

が北上するなど墾伽〉活動に変{助堀こっているようで

すの五経年変化やtlﾘ鍵を見るうえで､こうしたデーー

タの識蹴§錘だと思います6と…ﾌヂｰﾀ蕊興す継

続していきますので､これを鵬こ多くの会員が､劉勿の

泥鋤に関心を持って､催曉デｰﾀを求需せくださること

を期待していまぅ；

問合せうげ土尾張鰭|"漁荊まで

′･寿

鍵
愛

生物暦の中間報告
甥
串
伊 元

割 摺ラ

畦物蒻鋼をご骸Irです>ｳも知らないとﾚｵつれ

る方も､サクラ蛎同花|毒溌駿ど遥画吟年1ｺ平年より

何日早く§硴し刺といつ解脳ご接したことがある

でしょう。

鍛台では､気品､風向･風速気圧といった気

象ヂｰﾀの鮒Iゆほカミサクラ呵謂花ウグイスの

棚鳥きといった動鯉|伽活動も観測していまj3全

国確噸椥象とLﾉているの'3次に示すように植物

で12種16項目､動吻で11種n項目、そのI動に

各鍛台圃虫自(蝋則している項目もあります6

脳刎ウメ開描､ツ'聲開掴､タン論if閥

猫､ソメイヨンノ開花瀞副､ﾔﾏﾂﾂプ1荊働、

ノダフジ鳴月泊､ヤマハギ閥柑､アジサイ幌栂、

サルスベリ6洲､ススキ開陶､イチョウ能莱

黄葉落窮、イロバカエデ伽葉落勇

個j刎ヒバリ籾爵、ウグイス籾爵、ツバメ

（初見)､モンシロチョウ細見)、キア分、伽励、

ﾄﾉｻﾏﾒ産ノレ(初見)、シオカラトンボ細見)、ホ

タル細則、アブラゼミ初駒、ヒグラシ籾鬮、

モズ伽I闇

これを性物蓉轆賊lと呼〃でいますが､季節

‘稚み具合やｦ窃が坐|勿に及ぼす鯛を知ることを

目的に行っているものですから､観測關武開花日

…償ど力淵密に狭められています6植伽ﾌ場合

個雌を除くたぬ鐵則対象とする標本オリ討旨

定し､､毎年そ咽、を観測し､訓勿で憾蹴卿也

又はその近く-獺測を行っていますらまた、墹花

日」とは「対銅1鋤の#効瀕輸以上開いたり態とな

った最伽日」というように狭めらｵじていまする

私たちはそこま-棚に劉勿蕊を観則すること

は難しbのですカミシーズンで棚てﾂパﾒを見た、

セミ鯖を間した､キンモクセイ力淵たといったよ

うな瀞&幌象日味獅1）をたくさAMLﾉてい

けば劉勿翻剛鰄化や池噛珊劾ﾕって来るも

のと考え獣､ま宛そこ意当朧でも、こうした

観察計弱を性物蜀とじて募集していまするこちら

は劉憾獺脚切よう剛繍j象噛特定せず｛

見ｶｷたものを言鍬することて週羽していまFするこの

坐吻…を協総ﾆﾆｺｰジ11B4帥年9月弓

-aqz(助斗』てから3年になりますので､当職雌

員力瀕]pしている「自#鵬メーリングリスト｣に寄
）Cmail 卯

一
一●
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2004/12/23（木・祝)14:00～17:20

於などやボランティア･NPOセンター

出席者：石田梶野大谷鬼頭近藤齋竹

佐藤滝田中西松尾三田

降幡代理：南川山田吉川脇田

議長：中西

記録：近藤

2005/2/11(金・祝)14:00～17:30

於などやボランティア･NPOセンター

出席者：石田大谷鬼頭通藤齋竹佐藤

滝田中西堀田松尾三田村上

降幡代理・卿|｜山田脇田

議長：中西

記録：逓藤
◆議題

0．報告

・オールアイシンNPO活動応援基金助成申請

・総会会場（3/21）にあいちNPO交流プラザ予約

◆議題

0.報告

,オールアイシンNPO活動応援基金助成申請の

ヒヤリング報告

1．来年度事業計画

・総会について

次第及び資料の確認

講演は中村俊彦氏の了解が得られた

演題はこちらで決めずお任せする

・16年度決算（案）

ブナ科調査報告書作成検討の結果、予算不足の

ため次年度に移行

、17年度予算僕）

ブナ科調査報告書作成のため予算を上積みし，

全会員に配布を決定（3月の総会時）

・スタンプラリー

各支部一会場にこだわらずに提案されたものを

すべて実施することに決定・・全10会場

・機関紙：年6回発行（101号を特集号とする）

・研修

研究会を7/189/23に予定

他は前回に同じ

、リーフレット作成

指導員講習会及び25周年記念事業に活用。

さまざまな場でのリーフッレット活用によって、

自然観察の趣旨を理解してもらいやすくなる。

・パネル展

25周年記念事業講演会会場にて実施

・協力事業

愛知県主催の指導員講習会に協力

・新指導員歓迎会

25周年記念事業に組み入れる

2．その他

・編集委員の自薦・他薦について

・リスク管理について

知多支部の例を参考にしてはどうか

1来年度事業計画

･25周年記念事業

講演会

愛知の自然のパネル展示（各支部作成）

県内6箇所をめぐる自然観察スタンプラリー

（各支部のフィールド）

・リーフレット

愛知県自然観察指導員連絡協議会PR活用

自然観舞旨導員講習会にも併せて活用

･会報

年6回発行・うち101号を新たなスタートと

する記念特集号

･調査

環境指標生物調査としてダンゴムシ・陸貝

良好な自然実態調査（視察研修的なもの）

･研究会「学校における環境教育」

2005年度に2回

．「自然と接するためのマナー」の作成

（コピー刷りの簡易版）

･研修会：調査事前学習となる内容とする

5/29．．．テーマ？陸貝・ダンゴムシ

10/30．．テーマ；野外研修

1/29・・・テーマ？生物暦

･総会:3/21(月・振伽

総会・・・・]､3:00～14:20

講演会・・・14:30～16:30

退出・・・・17:30

2会計中間報告

･収入は予算を下回ったが、支出も予定より少額で

収まっている。若干の繰越予定

● ●
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■追加記入のお願い

＝会員名簿＝

「協議会ニュース」前号に同封の会員名簿につい

てお知らせしますb

名簿は事前チェック､また印刷時には有志のみな

さんの協力のもと多数の目で確認の上、作業をした

つもりでしたが、記載漏れがありました。お詫びと

共に会員名を追加記入をお願いしますもまた、作成

後に連絡を受けた会員名及び住所表示変更・新会員

の連絡がありましたので併せて名簿に記入くださb､

◆追加記入

山本三郎さん東三河支部）

〒440-0061豊橋市飽海町95

（0532）54-4363

秋田貢さん（名古屋支部）

〒496-0902海部郡佐屋町須依字庄屋敷34-5

（0567）23-1902

◆住所表示変更（郵便番号・藩舌変更なし）

岩井隆史さん（名古屋支部）

名古屋市緑区東神の倉1－2316

鈴木重蔵さん（名古屋支部）

名古屋市緑区鳴海111]細口3丁目108番

コンセール鳴丘104

鈴木豊さん（名古屋支部）

名古屋市緑区砂田1－906

長谷川安子さん（名古屋支部）

名古屋市西区大金町2－25－1

大金住宅1－202

樋口建夫さん（名古屋支部）

名古屋市守山区大森御臘同1112-301

◆新会員

伊藤岱二さん（知多支部）

〒470-2103知多郡東浦町大字石浜

宇田之助6－57

（0562)83-7068

木村修司さん（西三河支部）

〒471-0065豊田市平芝町5-1.7

（0565）34-0164

馬場隆之さん（西三河支部）

〒444-0942岡崎市中園111]郷中82･1

（0564）32-1527

◆連絡先などの変更は早めに

転居・蝿因などによる住所・氏名などの変更は速

やかにご連絡ください。

また最近は住所表示変更も多くなっていますも表

示変更のみならず、郵便番号の変更も忘れないよう

手続きください。
●

11‐
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■発送用封筒について

発生抑制（リデュース）

再使用（リユース）

「協議会ニュース」発送にあたり、再使用封筒を併

用して送付することとしましたのでお知らせしますb

すでに理事会・編集部など一部の連絡に、封筒を再

利用していましたが、会員あてにも活用範囲を拡げ

ることにしました。幸い発送担当者のみなさんにも

快諾を得、実施する運びとなりました。

折りしも京都議定書が発効され､私たちの意識改

革が求められますb協議会として、封筒を繰り返し

使うことで資源・ごみの発生抑制に取り組み、これ

により二醐上炭素排出鐘を減らし、地球温瞬上防止

につなげますも観察会とは違うアングルからの環境
保全活動実践ですb

尚､今回は約150通､再利用封筒で機関紙をみな

さんのもとに発送しますもこれにより1,500円の経

費節減になりまれ今後、総会・研修などの折に封

筒を持参くだされば、再利用推進に務めますので、

是非ご理解．ご協力、お願いします6

■案内～シンポジウム～

豊かな水と網木をいつまでも

日時：2005年3月12日（土）9時30分～12時

場所：愛知県瀬戸市「せとしんエンゼルホーノレ」

〈パネリスト〉大谷敏和幟戸市立御II小学校教

諭・愛知県自然観察指導員）他

締め切り：2005年3月5日（土）着

※先着順にシンポジウム200人■入場ﾘ照穆|・

■お問い合わせ先「水と森林パートナーシップ｣形

成推進事業委員会Tbl(052)522-3838

■アサギマダラ調査

＝静岡県自然観察指導員会西部支部＝

静岡県自然観察指導員会西部支部の2005年活動計

画に「アサギマダラ・マーキング調査」を実施する

という連絡が入りました。同協議会がこの活動を決

めた経緯は、昨秋の研修会時に名古屋支部のアサギ

マダラ・プロジェクトのチラシを見たことがきっか

け、とのことですb今年は、静岡県のマークを愛知

県で再捕獲、となるかもしれませんね。

（以上､事務局:近藤）
e
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竿成ガッ年謹霧塞翻誘知埼種

7年度通常総会開催のお知らせをいたします。

議会会員が一堂に集う数少ない機会です。

愛知県自然観察指導

り合わせのうえご出席ください。
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受 付：12時30分～

総会；13時～

講演会：14時30分～

閉会:16時50分

懇親会:17時30分～（希望者）

◆あいちNPO交流プラザ

（愛知県東大手庁舎1階）

名古屋市中区三の丸三丁目2番1号
052-961-8100

地下鉄名城線「市役所」駅下車

（2番出口）東へ徒歩3分

名鉄瀬戸線「東大手」駅下車

西へ徒歩3分

●講演会：「（仮）自然について」

講師：中村俊彦氏千葉県立中央博

講演をいただくのは、2004年9月に実；

県主催）で、豊富な資料と丁寧な話がり

前回都合で受講できなかった方は是非、

愛知県
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:中村俊彦氏千葉県立中央博物館

いただくのは、2004年9月に実施されたフ

）で、豊富な資料と丁寧な話が好評だった

合で受講できなかった方は是非、総会へど

ローアップ研修（愛知

村俊彦氏です。
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可
編集後記

今月の表紙はギフチョウ（画

尾張支部岩沙雅代さん）です。

ギフチョウは主に本ﾘ''l'l西部に

ある自然の多く残された里山で

早舂の一時期に見られます。近い

仲間にヒメギフチョウがおり2

種の分布はギフチョウが暖温帯、

ヒメギフチョウが本州東部から

北海道といった冷温帯に生育し

ています。

しかしどちらも生息地となる

林が減り、数は減少しています。
ギフチョウのいる林がいつまで

も残って欲しいものです。（稲生）

お 詫び

誘園の協議会ニュース蕊表紙の号数が鑑号の愛

蕊鐙97号と薮錘毒いました｡お詫び:瞬稔鯵藻裁｡

編集スタッフ

稲生和久､岩沙雅代､近藤記巳子､齋竹善行、
古川俊江､符川真弓､松尾初、横井邦子

◎みなさまのご意見．ご感想など原稿をお寄

せださい。

尚原稿は内容を変えない程度に加筆・修正するこ

とがあります。あらかじめご了承下さい。

「協議会ニュース」に関する宛先（編集部）
〒445.0863西尾市葵町44符川真弓ノ、三

愛知県自然観察指導員連絡協議会事務局

〒457-0006愛知県名古屋市南区鳥栖2－6－17桜本町CH101

近藤記巳子Tel/FaxO52-822-7460
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